
 

 

 

 

 

 

  【児童数７０２名  学級数２7（通常の学級２2・なかよし学級５）】 

 

４つの誓い「友情・協力・責任・勇気」 

 

                                  校長 髙橋 眞一 
 

  今年も、あと一カ月。吐く息も白くなり、いよいよ冬の到来です。 

ところで、１１月５日（火）から６日（水）までの１泊２日で、５年生が千葉県富津市にある川口市

の施設「大貫海浜学園」へ行ってきました。この校外学習は、俗に言う「林間学校」や「臨海学校」と

呼ばれる行事であり、川口市では見ることのできない自然を体験し、集団生活をとおして規律を学ぶと

共に友情を深める場として、川口市が戦前から実施してきた行事となります。 

新型コロナ禍以前は、２泊３日で実施されていましたが、昨年度から１泊２日で宿泊の活動を行うこ

とができました。今年度も１泊２日ということで、日程がコロナ前と比べ、圧縮されていることから本

行事の中心的活動である「東京湾観音へのハイキング」が実施できませんが、外での活動は概ね実施す

ることができ、よい思い出をたくさん作ることができました。 

初日の夜には、キャンドルファイヤーが行われました。そこで燭台に灯されたろうそくの炎を囲みな

がら、「火の守」より４つの誓いがありましたので紹介します。 

 

第１の火 『友情の火』 

「私たちは、お互いに友情を深め、この友情をいつまでも大切にすることを誓います。」 

第２の火 『協力の火』 

「私たちは、お互いに手と手を取り合って助け合い、協力することを誓います。」 

第３の火 『責任の火』 

「私たちは、どんな困難にもあきらめず立ち向かい、責任を持って行動することを誓います。」 

第４の火 『勇気の火』 

「私たちは、正しい行動を率先して行い、勇気をもって行動することを誓います。」 

 

これら４つの火は、強い「信念」をもつことの大切さと、相手の気持ちを思いやって考えて行動する

ことの大切さ、集団としての決まりを守り、互いが協力し合い、「絆」を深めることの大切さ、を併せ

て教えてくれています。私からも第５の火として「夢」について、薬品メーカーのサラリーマンから転

職して教員になった私の経験をもとに話をしました。 

 この４つの誓いのもと、学園生活を終え、川口へ帰ってきました。キャンドルの火は消えても、４

つの誓いの心の火は消えることなく、思い出とともに子どもたちの心の中で燃え続け、さらに大きな炎

となることを願っています。 

さて、１１月３０日（土）には公開音楽会（音楽発表会）が行われます。保護者、地域の方々におか

れましては、是非ご覧いただきますよう、またＰＴＡやおやじの会等関係役員の方々にはいろいろな場

面でお世話になりますが、よろしくお願いいたします。 

なお、最近風邪や体調不良による欠席が多くなっています。各ご家庭においても手洗い、うがい

の励行をお願いするとともに、市内では子供たちの交通事故が多発しているということから、交通

安全にもご協力をお願いいたします。それでは皆様、よいお年をお迎えください。 

令和６年度 学校だより１２月号 

『鉄（てっとう）塔』 

令和６年１１月２９日（金）発行 

    川口市立上青木小学校 



川口市教育委員会 

 

県内では１０月に、自転車で登校中の高校生が尊い命を失う交通

事故、放課後に自転車に乗っていた小学生が自動車にはねられ、意

識不明の重体に陥る交通事故が立て続けに発生しております。どち

らも自転車乗車中の事故です。市内でも児童生徒の自転車による事

故が１１月１日現在で７０件を超えており、重大な事故につながる

危険性があります。ご家庭でも今一度、以下の３点をお子様とご確

認ください。 

 

 

 

  

 

 

年末に向けて夜間の事故の増加が予想されます。お子様の安全の

ため、ご協力をよろしくお願いいたします。 

①放課後の遊びや習い事などで外出の際は、交通ルールを順守すること。 

②自転車を正しく乗る（交差点での一時停止や左右確認など）こと。 

③自転車に乗る前に点検（ブレーキ、ライト点灯など）を行うこと 

※自転車に乗るときはヘルメットを着用すること（努力義務） 

交通安全に関するお願い 


